
令和７ 年度用　 Sunshine English Course 2　 年間指導計画 2024年6月28日更新

　 　 生活に密接する話題について、 課題を解決するために、 相手に考えが伝わるよう に配慮しながら、 説明や質問ができる。

2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度

前
期
中
間

1
学
期
中
間

4
月

4
Program 1
New Start

未来表現

動名詞

【 知識】
・ 未来表現や動名詞の意味や働きを
理解している。

【 技能】
・ 未来表現や動名詞の意味や働きの
理解をもとに、 予定や楽しんだこと
などについて伝え合う 技能を身に付
けている。

・ 自分の考えや気持ちを相手にわ
かってもらう ために、 誘いたい遊び
やイベント について、 具体的な内容
と と もに伝えている。

・ 自分の考えや気持ちを相手にわ
かってもらう ために、 誘いたい遊び
やイベント について、 具体的な内容
と と もに伝えよう と している。

4
月

1
Step 1
簡単な表現で
言いかえよう

言い方がわからない単
語を自分の知っている
単語で言いかえるため
のポイント

【 知識】
・ 言い方がわからない単語を自分が
知っている表現を使って説明する方
法を理解している。

【 技能】
・ 言い方がわからない単語を自分が
知っている表現を使って説明する方
法を理解し 、 伝える技能を身に付け
ている。

5
月

8
PROGRAM 2
Koshien
Project in
Africa

接続詞 that

接続詞 when

接続詞 if

【 知識】
・ 接続詞の意味や働きを理解してい
る。

【 技能】
・ 接続詞の意味や働きの理解をもと
に、 自分が思っていることや過去の
ある時点にしたことなどについて伝
え合う 技能を身に付けている。

・ 自分の小さなころの思い出を相手
に伝えるために、 当時したことや自
分の考えなどを具体的な内容と と も
に伝えている。

・ 自分の小さなころの思い出を相手
に伝えるために、 当時したことや自
分の考えなどを具体的な内容と と も
に伝えよう と している。

5
月

1
Power-Up 1
天気予報を聞
こう

willなど（ 復習） 【 知識】
・ 天気予報で使う 語句や表現を理解
している。

【 技能】
・ 天気予報で使う 語句や表現の理解
をもとに、 内容を聞き取る技能を身
に付けている。

・ カナダの天気を知るために， 天気
予報を聞いて、 地名、 天気、 気温な
ど必要な情報を捉えている。

・ カナダの天気を知るために， 天気
予報を聞いて、 地名、 天気、 気温な
ど必要な情報を捉えよう と してい
る。

6
月

1
Step 2
魅力を伝える
ためのコツを
知ろう

魅力を効果的に伝える
ポイント

【 知識】
・ おすすめのものの魅力について、
効果的な伝え方を理解している。

【 技能】
・ おすすめのものの魅力について、
効果的に伝える技能を身に付けてい
る。

前
期
期
末

1
学
期
期
末

6
月

8
Program 3
Taste of
Culture

不定詞 【 知識】
・ 不定詞（ 名詞的・ 副詞的・ 形容詞
的用法） の意味や働きを理解してい
る。

【 技能】
・ 不定詞（ 名詞的・ 副詞的・ 形容詞
的用法） の意味や働きの理解をもと
に、 したいことや行動の目的などに
ついて伝え合う 技能を身に付けてい
る。

・ 地域のイベント で売り たいものに
ついて、 自分の考えを相手にわかっ
てもらう ために、 その目的や具体的
な内容と と もに伝えている。

・ 地域のイベント で売り たいものに
ついて、 自分の考えを相手にわかっ
てもらう ために、 その目的や具体的
な内容と と もに伝えよう と してい
る。

7
月

4
Our Project 4
海外でヒ ッ ト
するラーメ ン
のCMを作ろう

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 既習の言語材料の意味や働きを理
解している。

【 技能】
・ 既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、 「 ラーメ ンの魅力を伝
える」 という プレゼンテーショ ンを
行なう 技能を身に付けている。

・ グループで考えたラーメ ンの魅力
が相手に伝わるよう に、 考えや情報
を整理して効果的にプレゼンテー
ショ ンを行っている。

・ グループで考えたラーメ ンの魅力
が相手に伝わるよう に、 考えや情報
を整理して効果的にプレゼンテー
ショ ンを行おう と している。

学年目標



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度

前
期
期
末
（

続
き
）

1
学
期
期
末
（

続
き
）

7
月

4
Reading 1
The Three
Dolls

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 場面や登場人物の心情を表す表現
を理解している。

【 技能】
・ 場面や登場人物の心情を表す表現
を理解し 、 読み取る技能を身に付け
ている。

・ 物語について自分の考えを伝える
ために、 The Three Dollsの物語を読
んで、 その概要や登場人物の心情を
捉えている。

・ 物語について自分の考えを伝える
ために、 ３ つの人形の特徴を読み取
り 、 そのよい点について説明してい
る。

・ 物語について自分の考えを伝える
ために、 The Three Dollsの物語を読
んで、 その概要や登場人物の心情を
捉えよう と している。

・ 物語について自分の考えを伝える
ために、 ３ つの人形の特徴を読み取
り 、 そのよい点について説明しよう
と している。

7
月

1
Power-Up 2
電話をかけよ
う

電話で使う 表現 【 知識】
・ 電話で使う 語句や表現を理解して
いる。

【 技能】
・ 電話で使う 語句や表現を理解し 、
用件を聞き取ったり 情報を伝えたり
する技能を身に付けている。

・ 電話の相手に遠足に持ってく るべ
きものがわかるよう に、 理由も含め
て伝えている。

・ 困っている友だちを助けるため
に、 必要な情報を整理して伝えてい
る。

・ 電話の相手に遠足に持ってく るべ
きものがわかるよう に、 理由も含め
て伝えよう と している。

・ 困っている友だちを助けるため
に、 必要な情報を整理して伝えよう
と している。

２
学
期
中
間

9
月

8
PROGRAM 4
Leave Only
Footprints

感情の原因を表す不定
詞

must

have to ～

【 知識】
・ 感情の原因を表す不定詞、 mustや
have to ～の意味や働きを理解してい
る。

【 技能】
・ 感情の原因を表す不定詞、 mustや
have to ～の意味や働きの理解をもと
に、 う れしかったことやしなければ
ならないことなどについて伝え合う
技能を身に付けている。

・ 修学旅行を快適に過ごすために、
クラスメ ート が納得できるよう な
ルールを書いている。

・ 修学旅行を快適に過ごすために、
クラスメ ート が納得できるよう な
ルールを書こう と している。

9
月

1
Power-Up 3
レスト ランで
食事をしよう

レスト ランでの対話表
現
（ I'd like to have ～. /
Anything else?）

【 知識】
・ レスト ランへの入店から注文まで
に使う 表現を理解している。

【 技能】
・ レスト ランへの入店から注文まで
に使う 表現を理解し 、 おすすめメ
ニューなどを聞き取る技能を身に付
けている。

・ レスト ランで食事をするために、
自分が食べたいものやおすすめのメ
ニューなどについて、 伝えたり 、 た
ずねたり している。

・ レスト ランで食事をするために、
自分が食べたいものやおすすめのメ
ニューなどについて、 伝えたり 、 た
ずねたり しよう と している。

後
期
中
間

10
月

1
Step 3
わかり やすい
見出しをつけ
よう

パンフレッ ト やポス
ターにわかり やすい見
出しをつけるポイント

【 知識】
・ 読み手にわかり やすい見出しをつ
けるための具体的な方法を理解して
いる。

【 技能】
・ 読み手にわかり やすい見出しにす
るための具体的な方法を理解し 、 表
現する技能を身に付けている。

10
月

8
PROGRAM 5
Work
Experience

how to ～

動詞（ lookなど） ＋形
容詞［ 名詞］

動詞（ giveなど） ＋人
＋もの

【 知識】
・ how to ～、 <look＋形容詞>、 <give
＋人＋もの>の意味や働きを理解して
いる。

【 技能】
・ how to ～、 <look＋形容詞>、 <give
＋人＋もの>の意味や働きの理解をも
とに、 やり 方、 人やものの様子など
について伝え合う 技能を身に付けて
いる。

・ 相談にきた人の悩みを解決するた
めに、 悩んでいる内容を理解し 、 実
行しやすいアド バイスを伝えてい
る。

・ 相談にきた人の悩みを解決するた
めに、 悩んでいる内容を理解し 、 実
行しやすいアド バイスを伝えよう と
している。

２
学
期
期
末

11
月

8
PROGRAM 6
High-Tech
Nature

比較級

最上級

as ～ as ...

【 知識】
・ 比較表現の意味や働きを理解して
いる。

【 技能】
・ 比較表現の意味や働きの理解をも
とに、 身近な事柄について自分の考
えを伝え合う 技能を身に付けてい
る。

・ 自分の考えや気持ちが相手に伝わ
るよう に、 自分が取り 組めそう な省
エネ対策について、 現状と比較しな
がらわかり やすく 伝えている。

・ 自分の考えや気持ちが相手に伝わ
るよう に、 自分が取り 組めそう な省
エネ対策について、 現状と比較しな
がらわかり やすく 伝えよう と してい
る。



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度

後
期
中
間
（

続
き
）

２
学
期
期
末
（

続
き
）

11
月

1
Power-Up 4
メ ールで近況
報告をしよう

メ ールで使う 表現
（ 過去形）

【 知識】
・ メ ール文で使う 表現や時間制を理
解している。

【 技能】
・ メ ール文で使う 表現や時間制の理
解をもとに、 受信したメ ールの概要
を読み取る技能を身に付けている。

・ 自分の近況を相手に伝えるため
に、 最近の出来事について自分の感
想などを含めながら、 簡単な語句や
文などを用いてまとまり のある文章
を書いている。

・ 自分の近況を相手に伝えるため
に、 最近の出来事について自分の感
想などを含めながら、 簡単な語句や
文などを用いてまとまり のある文章
を書こう と している。

12
月

1 Step 4
相手にわかり
やすい説明を
しよう

相手が知らない事柄に
ついてわかり やすく 説
明するためのポイント

【 知識】
・ わかり やすい説明に必要な要素
や、 説明する順序を理解している。

【 技能】
・ わかり やすい説明に必要な要素
や、 説明する順序を理解し 、 相手が
知らない事柄について簡単な語句や
文を用いて伝える技能を身に付けて
いる。

12
月

4
Our Project 5
日本のおすす
めスポッ ト を
紹介しよう

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 既習の言語材料の意味や働きを理
解している。
【 技能】
・ 既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、 日本のおすすめスポッ
ト について書く 技能を身に付けてい
る。

・ 日本に住む外国の人たちにおすす
めスポッ ト の魅力が伝わるよう に，
効果的な見出しをつけたり 、 説明文
の順序に工夫をしたり しながらグ
ループでポスターを作成している。

・ 日本に住む外国の人たちにおすす
めスポッ ト の魅力が伝わるよう に，
効果的な見出しをつけたり 、 説明文
の順序に工夫をしたり しながらグ
ループでポスターを作成しよう と し
ている。

後
期
期
末

12
月

4
Reading 2
Friendship
beyond Time
and Borders

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 時間の経過や人物の心情を表す表
現を理解している。

【 技能】
・ 時間の経過や人物の心情を表す表
現の理解をもとに、 ト ルコと日本の
友情関係について、 概要や要点を読
み取る技能を身に付けている。

・ ト ルコと日本間の友好関係につい
て理解するために、 ト ルコと日本に
関する英文を読んで、 概要や要点を
捉えている。

・ 自分の考えを伝えるために国と国
が友好関係を築く ために大切なこと
について理由も含めて簡単な語句や
文などを用いて書いている。

・ ト ルコと日本間の友好関係につい
て理解するために、 ト ルコと日本に
関する英文を読んで、 概要や要点を
捉えよう と している。

・ 自分の考えを伝えるために国と国
が友好関係を築く ために大切なこと
について理由も含めて簡単な語句や
文などを用いて書こう と している。

学
年
末

1
月

8
PROGRAM 7
Unique
Animals

likeを使う 比較表現

teach [tell] ＋人＋how
to ～

【 知識】
・ likeを使う 比較表現や<teach [tell]
＋人＋how to ～>の意味や働きを理解
している。

【 技能】
・ likeを使う 比較表現や<teach [tell]
＋人＋how to ～>の意味や働きの理解
をもとに、 自分の考えを伝えたり 、
何かの仕方をたずねたり する技能を
身に付けている。

・ クイズ大会で高得点を得るため
に、 動物の特徴についてわかり やす
い語句や表現を使って順序も考慮し
ながら書いている。

・ クイズ大会で高得点を得るため
に、 動物の特徴についてわかり やす
い語句や表現を使って順序も考慮し
ながら書こう と している。

2
月

8
PROGRAM 8
A Hope for
Lasting Peace

受け身 【 知識】
・ 受け身の意味や働きを理解してい
る。

【 技能】
・ 受け身の意味や働きの理解をもと
に、 身の回り のものについて伝える
技能を身に付けている。

・ 自分が好きなキャラクターについ
て相手にわかってもらえるよう に、
由来や好きな理由など、 さまざまな
情報をまとめて詳し く 伝えている。

・ 自分が好きなキャラクターについ
て相手にわかってもらえるよう に、
由来や好きな理由など、 さまざまな
情報をまとめて詳し く 伝えよう と し
ている。

2
月

1
Power-Up 5
飛行機のアナ
ウンスを聞こ
う

空港や飛行機内での英
語表現

【 知識】
・ 空港アナウンスで使われる表現
や、 運行状況や到着地の天候につい
ての表現を理解している。

【 技能】
・ 空港アナウンスで使われる表現
や、 運行状況や到着地の天候につい
ての表現を聞き取る技能を身に付け
ている。



2学期
制

3学期
制

月
配当
時数

単元名 言語材料 知識・ 技能 思考・ 判断・ 表現 主体的に学習に取り 組む態度

後
期
期
末
（

続
き
）

学
年
末
（

続
き
）

2
月

1
Step 5
説得力のある
説明をしよう

客観的な事実や具体的
な理由をまじえた説明
のポイント

【 知識】
・ 客観的事実や具体的な理由を述べ
るなど、 説得力のある説明の仕方を
理解している。

【 技能】
・ 客観的事実や具体的な理由を述べ
るなど、 説得力のある説明をする技
能を身に付けている。

3
月

4
Our Project 6
My Heroの
魅力を
伝えよう

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 既習の言語材料の意味や働きを理
解している。

【 技能】
・ 既習の言語材料の意味や働きの理
解をもとに、 自分が尊敬する人物に
ついてのスピーチ原稿を書く 技能を
身に付けている。

・ 自分が尊敬する人物の魅力を伝え
るために、 その人物に関する情報を
簡単な語句や文を用いて書いてい
る。

・ 自分が尊敬する人物の魅力を伝え
るために、 その人物に関する情報を
簡単な語句や文を用いて書こう と し
ている。

3
月

4
Reading 3
Apollo 13

（ これまでの復習） 【 知識】
・ 場面や登場人物の心情を表す表現
を理解している。

【 技能】
・ 場面や登場人物の心情を表す表現
の理解をもとに、 アポロ13号が当時
おかれていた状況と乗組員の心情を
時系列にそって読み取る技能を身に
付けている。

・ アポロ13号の帰還を可能にしたも
のは何かを理解するために、 アポロ
13号に関する英文を読んで、 概要や
要点をとらえている。

・ アポロ13号に関する英文を読んで
自分が感じたり ， 考えたり したこと
を相手に伝えるために、 理由も含め
て簡単な語句や文で書いている。

・ アポロ13号の帰還を可能にしたも
のは何かを理解するために、 ア
+C13:I28ポロ13号に関する英文を読
んで、 概要や要点をとらえよう と し
ている。

・ アポロ13号に関する英文を読んで
自分が感じたり ， 考えたり したこと
を相手に伝えるために、 理由も含め
て簡単な語句や文で書こう と してい
る。

合計 98 時間


	２年生

